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当
神
社
で
は
青
少
年
育
成
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。
そ
の
活
動
の
展
開
の
一
つ
に
少
年
館
が
あ
り
、
地
元

の
小
学
生
を
放
課
後
預
か
り
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
事
を

中
心
に
体
験
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
▼
こ
の
四
月
、
今
年

も
多
く
の
子
供
達
が
新
し
く
少
年
館
に
入
館
し
た
。
そ
の

子
供
達
が
初
め
て
参
加
す
る
行
事
が

｢

入
館
式｣

。
そ
こ

で
新
入
館
生
が
少
年
館
に
於
い
て
最
初
に
聞
く
曲
が
《
国

歌

君
が
代
》
続
い
て
《
少
年
館
の
歌
》
だ
。
も
ち
ろ
ん

初
め
て
聞
く
曲
な
の
で
歌
え
な
い
が
、
後
部
席
に
参
列
し

て
い
る
在
館
生
は
と
て
も
大
き
な
声
で
こ
れ
を
歌
う
。
新

入
館
生
は
そ
の
声
の
大
き
さ
に
驚
い
て
振
り
返
る
ほ
ど
で

あ
る
▼
少
年
館
の
音
楽
講
座
で
は
、
楽
譜
は
も
ち
ろ
ん
渡

す
が
使
う
事
は
殆
ど
無
い
。
先
生
が
ひ
と
つ
の
フ
レ
ー
ズ

を
歌
っ
た
後
に
続
い
て
歌
わ
せ
る
と
い
う
の
を
繰
り
返
し
、

一
曲
を
大
体
一
時
間
程
で
完
成
さ
せ
て
い
く
。
声
が
小
さ

け
れ
ば

｢

も
う
一
回
や
っ
て
み
よ
う
！｣

と
繰
り
返
す
。

覚
え
る
こ
と
が
主
な
目
的
で
は
あ
る
が
、
お
腹
か
ら
大
き

な
声
を
出
す
と
い
う
目
的
も
あ
る
▼
お
腹
か
ら
声
を
出
す

こ
と
で
、
表
情
が
豊
か
に
な
っ
た
り
、
自
分
の
意
見
を
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
様
々
な
相
乗
効
果
が
得
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
大
き
な
声
を
出

せ
る
と
い
う
事
は
非
常
時
に
お
い
て
も
役
に
立
つ
。
助
け

を
呼
ぶ
場
合
、
小
さ
な
声
で
は
周
り
の
人
々
に
気
付
い
て

も
ら
え
な
い
事
も
多
い
▼

｢

礼
儀
正
し
い
元
気
な
子
ど
も

に
育
っ
て
ほ
し
い｣

と
い
う
少
年
館
の
願
い
の
も
と
で
、

大
き
な
声
で
明
る
く
挨
拶
が
出
来
る
・
言
い
た
い
事
を
は
っ

き
り
と
相
手
に
伝
え
ら
れ
る
・
自
分
が
間
違
っ
て
い
た
ら

素
直
に
謝
れ
る
と
い
う
、
人
と
し
て
大
切
な
事
を
今
後
も

教
え
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
▼

｢

お
腹
か
ら
大
き
な
声

を
出
す｣

こ
と
が
必
ず
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
信
じ
て
、

こ
れ
か
ら
も
音
楽
を
通
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

(

大
山
み
な
み)
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当
神
社
で
は
東
日
本
大
震
災

後
、
被
災
地
を
始
め
、
被
災
神

社
の
復
興
を
支
援
す
る
活
動
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、
去
る

四
月
二
十
三
日
よ
り
二
十
四
日

に
か
け
て
三
度
目
の
被
災
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
折
、
宮
城
県
石
巻
市
に

鎮
座
す
る
金
華
山
黄
金
山
神
社

に
訪
問
し
、
正
月
よ
り
四
月
二

十
二
日
迄
に
参
拝
者
の
方
々
よ

り
頂
い
た
義
捐
金
に
イ
ベ
ン
ト

商
組
合
、
宮
山
神
輿
愛
好
会
、

寒
川
神
社
の
志
を
併
せ
、
復
興

支
援
金
と
し
て
直
接
届
け
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
総
代
や
氏
子
有
志
に

よ
る
奉
納
演
芸
大
会
が
、
桜
の

咲
き
誇
る
境
内
で
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
民

謡
・
舞
踊
等
が
披
露
さ
れ
、
長
閑

か
な
春
の
日
差
し
に
誘
わ
れ
参
拝

に
訪
れ
た
大
勢
の
方
々
よ
り
大
き

な
拍
手
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
。

職
工
奉
仕
会
会
員
長
嶋
喜
満

様
よ
り
絵
画
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
は
、
現
代
日
本
美
術

展
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
し
、
数

多
く
の
個
展
を
開
催
し
た
上
田

臥
牛
氏
が
舞
楽

｢

蘭
陵
王｣

を

描
い
た
も
の
で
五
十
号
の
大
き

さ
が
あ
り
ま
す
。

絵
画
は
奉
納
当
日
、
御
神
前

に
奉
告
さ
れ
た
後
、
客
殿
一
階

に
掲
げ
ら
れ
、
展
示
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

今
年
七
月
、
御
本
殿
裏
に
広

が
る
神
嶽
山
神
苑
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ワ
ー
ル
ド(

テ
レ
ビ
国
際
放
送)

に
て
約
一
三
〇
の
国
と
地
域
で

放
映
紹
介
さ
れ
ま
す
。

こ
の
番
組
は
、
当
神
苑
の
設

計
者
で
あ
る
枡
野
俊
明
先
生
の

造
園
の
作
法
と
造
詣
を
通
じ
、

日
本
の
美
は
ど
こ
か
ら
来
る
の

か
を
読
み
解
く
の
が
主
題
と
な
っ

て
お
り
、
古
今
の
庭
園
や
先
生

の
作
品
を
解
説
し
辿
り
な
が
ら

味
わ
っ
て
行
く
シ
ー
ン
で
紹
介

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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▲ 客殿に飾られた絵画

▲ 宮司と枡野先生インタビューシーン

▲ 舞踊を披露する皆様

四
月
七
日
・
八
日
の
両
日
に
亘
り
、
年
参
講
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
祭
典
は
町
内
の
氏
子
を
始
め
講
社
団
体
の
方
々
が
日
頃
の
御
神

恩
に
感
謝
し
、
地
域
の
安
泰
と
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
も
の
で
、
八
日

に
は
疫
病
の
流
行
を
防
ぐ
衛
生
祈
祷
祭
も
併
せ
て
執
行
さ
れ
ま
し
た
。▲ カラオケ大会出場の皆様
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▲ 黄金山神社の皆様と
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こ
の
祭
典
は｢
こ
う
の
ま
ち｣

と
も
呼
ば
れ
、
大
磯
町
国
府
本

郷
の
神
揃
山
に
相
模
国
一
之
宮

寒
川
神
社
・
二
之
宮
川
勾
神
社

・
三
之
宮
比
々
多
神
社
・
四
之

宮
前
鳥
神
社
・
平
塚
八
幡
宮
の

神
々
が
神
輿
に
て
参
集
し
、
古

式

｢

座
問
答｣

が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
大
矢
場
に
て
神
対
面
の

儀
・
国
司
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ

ま
す
。

�
�
�
�
�

�
�
�
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�
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七:

〇
〇

諸
員
参
集

七:

二
〇

遷

霊

祭

七:

五
〇

発

輿

祭

�
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九:

〇
〇

平
塚
通
過
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一
三:

五
〇

神
揃
山
発
輿
祭

一
四:

〇
〇

神
揃
山
発
輿

一
五:

〇
〇

大
矢
場
着
御
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一
六:

〇
〇

大
矢
場
発
輿

�
%
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�発輿祭

�神対面の儀

�座問答
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(
)
*
�
+
�
,
�
�
#
-
.
/
(

順
不
同
・
敬
称
略)

十
万
円

利
岡
光
一
郎

石
川
県
金
沢
市

五
万
円

松
川

中

東
京
都
台
東
区

二
万
円

�
田

直
人

藤
沢
市
江
の
島

一
万
円

㈲
エ
ス
エ
ー
シ
ー

横
浜
市
中
区

〃

芹
沢

眞
義

静
岡
県
御
殿
場
市

〃

木
戸

京
子

東
京
都
世
田
谷
区

〃

杉
山

文
子

東
京
都
世
田
谷
区

〃

工
藤

隆

千
葉
県
茂
原
市

〃

�
森

達
雄

横
浜
市
港
南
区

〃

内
山

裕
章

埼
玉
県
児
玉
郡

〃

津
田

康
夫

横
須
賀
市
船
越
町

〃

松
岡

幹
雄

東
京
都
台
東
区

〃

松
岡
寿
恵
美

東
京
都
台
東
区

〃

東
野

富
司

千
葉
県
船
橋
市

〃

鹿
野
島
健
二

茅
ヶ
崎
市
本
村

〃

塩
釜

洋
彦

東
京
都
練
馬
区

〃

道
野

光
二

藤
沢
市
辻
堂
東
海
岸
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相
模
國
式
内
社
の
会
で
は
、

去
る
三
月
二
十
九
日
に
恒
例
の

式
内
社
巡
拝
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
静
岡
県
焼
津
市
に
鎮

座
す
る
焼
津
神
社
を
正
式
参
拝
、

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
鈴
木
宮

司
様
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、｢
地

域
の
方
の
信
仰
の
篤
さ｣

の
話

に
深
く
同
調
し
、
熱
心
に
聞
き

入
り
、
質
問
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
元
老
西
園
寺
公
の

別
荘

｢

坐
漁
荘｣

を
見
学
し
、

無
事
散
会
致
し
ま
し
た
。

神
社
音
楽
協
会
の
先
�
径
子

先
生
を
お
招
き
し
、
浦
安
の
舞

講
習
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

浦
安
の
舞
は

｢

天
地
の

神

に
ぞ
祈
る

朝
な
ぎ
の

海
の

ご
と
く
に

波
た
た
ぬ
世
を｣

と
い
う
昭
和
天
皇
の
御
製
を
基

に
創
ら
れ
た
神
楽
舞
で
、
受
講

生
は
、
御
製
に
あ
る
よ
う
世
界

中
に
平
和
が
訪
れ
永
く
続
く
事

を
願
い
、
よ
り
御
神
慮
に
叶
う

舞
が
奉
奏
で
き
る
よ
う
熱
心
に

受
講
し
て
お
り
ま
し
た
。
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�����
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今
年
も
町
内
の
小
学
校
に
目

出
度
く
入
学
す
る
子
供
た
ち
を

対
象
に
、
学
齢
児
図
画
展
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

廻
廊
に
は
、
寒
川
さ
く
ら
幼

稚
園
、
倉
見
幼
稚
園
、
一
之
宮

相
和
幼
稚
園
の
園
児
一
五
〇
名

が
、
楽
し
か
っ
た
幼
稚
園
で
の

思
い
出
を
、
個
性
豊
か
に
描
い

た
作
品
が
、
華
か
に
展
示
さ
れ

ま
し
た
。

入
学
に
あ
た
り
、
子
供
達
の

健
や
か
な
る
成
長
を
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
、
鎌
田
東
二

先
生
が
編
纂
さ
れ
た

『

日
本
の
聖
地
文
化

寒
川
神
社
と
相
模
国

の
古
社

』

が
創
元
社
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
自
然
科
学
と
人
文
諸
学
を
結
合
さ
せ
、
相
模
国
の

生
態
智
文
化
を
明
ら
か
に
し
、
古
代
人
は
何
処
を
聖
地
と
し
神
社

を
建
立
し
た
か
を
説

い
て
い
ま
す
。

全
国
の
書
店
に
て

販
売
さ
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
興
味
が
お

あ
り
の
方
は
是
非
と

も
ご
購
入
下
さ
い
。
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寒
川
の
春
の
風
物
詩
で
あ
る

｢

観
桜
駅
伝
競
走
大
会｣

が
四

月
八
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

去
年
は
震
災
の
影
響
に
よ
り

大
会
が
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
六
十
九

チ
ー
ム
が
参
加
、
開
花
が
遅
れ

て
い
た
参
道
の
桜
も
こ
の
日
を

待
ち
侘
び
て
い
た
か
、
と
思
う

程
に
満
開
と
な
り
、
駆
け
抜
け

る
選
手
達
を
応
援
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
余
す
事
無
く
発
揮
し
た
、

�
風
が
強
く
吹
い
て
る
？
�
チ
ー

ム
と
�
松
林
中
学
校
Ａ
�
チ
ー

ム
が
、
見
事
一
之
宮
賞

(

第
二

部
・
第
三
部
優
勝)

に
輝
き
、

そ
の
栄
誉
が
称
え
ら
れ
ま
し
た
。
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当
神
社
社
報

｢

相
模｣

に
毎

月
四
季
折
々
の
俳
句
を
献
じ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
寒
川
俳
壇
の

年
次
総
会
が
去
る
三
月
三
十
日

に
開
催
さ
れ
、
そ
の
席
上
本
年

度
の
優
秀
句
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
句
に
は
、
根
岸
君
子

氏
の
亡
き
背
の
君
の
事
を
深
く

詠
ん
だ
句
が
選
ば
れ
、
当
神
社
よ

り
一
之
宮
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
(

年
間
最
優
秀
句)

�
�
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根
岸

君
子

茅
ヶ
崎
・
寒
川
短
歌
会
に
よ

る
、
春
の
短
歌
大
会
が
、
四
月

七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

数
多
く
の
作
品
の
中
よ
り
、

茅
ヶ
崎
市
在
住
の
白
石
悦
子
氏

の
歌
が
一
之
宮
賞
に
選
出
さ
れ
、

賞
状
及
び
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
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“１万円又は５千円券”を
抽選でプレゼント

���

������
宴席(食事)ご利用の方に限り部屋料を
半額サービスさせて頂きます

��������	
�����

��������

◆衣裳美容体験 10：00～

��������	
�

◆挙式セミナー 11：00～
◆奉告の儀 11：20～

��������	
�

◆模擬挙式 12：00～
◆披露宴セミナー 12：40～
◆各種相談コーナー 随時
◆カラーコーディネート 随時
◆人力車乗車体験 随時

☆レストラン ｢青葉｣ での食事券付き！

����������
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�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

少
年
館
で
は
本
年
三
十
七
名

の
新
入
館
生
を
迎
え
、
四
月
一

日

(

日)

、
学
校
の
入
学
式
に

先
立
ち
入
館
奉
告
祭
と
入
館
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

境
内
の
桜
も
ま
だ
咲
か
ぬ
少

し
肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
子
供
た
ち
は
元
気
に
参
列

し
、
緊
張
と
不
安
と
希
望
と
期

待
と
い
ろ
い
ろ
交
錯
す
る
中
、

館
長
先
生
よ
り
記
念
品
を
頂
き

ま
し
た
。
講
師
先
生
方
の
自
己

紹
介
で
は
あ
ど
け
な
い
笑
顔
を

見
せ
る
な
ど
少
し
安
心
し
た
よ

う
で
し
た
。
ま
た
、
新
入
館
生

代
表
の
挨
拶
で
は
、
大
き
な
声

で
元
気
に
挨
拶
が
出
来
、
今
後

が
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
新
入
館
生
を
合
わ

せ
一
〇
八
名
の
子
供
た
ち
が
少

年
館
で
学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
講

師･
指
導
員
も
改
め
て
心
を
引
き

締
め
取
り
組
む
所
で
あ
り
ま
す
。

本殿前で記念写真

▲ 新入館生挨拶
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����５月３日� ９時～14時
※雨天順延 (翌日)

�����寒川神社 馬場
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四
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日

に
か
け
て
、
藤
沢
市
葛
原
に
鎮

座
す
る
皇
子
大
神
の
境
内
を
使

わ
せ
て
頂
き
、
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
は
野
営

の
基
本
と
な
る
ド
ー
ム
テ
ン
ト
、

Ａ
型
テ
ン
ト
の
設
営
撤
営
、
薪

に
よ
る
炊
事
等
を
確
実
に
時
間

通
り
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

ま
た
夏
の
長
期
キ
ャ
ン
プ
の
訓

練
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
に
カ
ブ
隊
か
ら
上
進
し

た
ス
カ
ウ
ト
に
と
っ
て
は
初
め

て
の
本
格
的
な
キ
ャ
ン
プ
で
と

ま
ど
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、

先
輩
ス
カ
ウ
ト
た
ち
に
よ
る
指

導
も
あ
り
、
怪
我
無
く
無
事
予

定
通
り
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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四
月
二
十
二
日
、
カ
ブ
隊
は

社
会
見
学
を
実
施
。

箱
根
町
を
訪
れ
、｢

箱
根
寄

木
細
工｣

を
体
験
す
べ
く
、
コ
ー

ス
タ
ー
づ
く
り
に
挑
戦
。

午
後
は
、
小
田
原
に
あ
る
生

命
の
星
・
地
球
博
物
館
を
見
学
。

日
本
人
の
繊
細
な
、
美
意
識

か
ら
生
ま
れ
た
寄
木
細
工
の
技

へ
の
尊
敬
と
、
地
球
と
生
き
物

へ
対
す
る
謎
と
不
思
議
さ
が
増

し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
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看
護
助
手

金
井
眞
由
美

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
四
年
四
月
三
十
日
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看
護
師

島
村

睦
子

視
能
訓
練
士

佐
内

彩
香

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
四
年
五
月
一
日
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※
入
苑
券
を
持
参
の
上
ご
来
苑
下
さ
い

������
������	
�

�  ５月29日(火)
午後２時～３時

��� 寒川神社 参集殿

� � ���������

����

� � 健康管理科 医長

車 田 知 之

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院

��� ��! " # $ % & '

� (
午前

１診 栗田啓司 武村文夫 栗田啓司 早苗 努 栗田啓司 武村文夫 1,3,5週
鳴海裕之 2,4週

２診 早苗 努 鳴海裕之 円谷斉子 渡辺 卓 1,3,5週
栗田啓司 2,4週

３診 渡辺 卓
午後 武村文夫 鳴海裕之 武村文夫 渡辺 卓 円谷斉子

) * � (
午前 高木繁治 2,4週

午後 栗田啓司

+,-�(
午前 西谷憲三
午後 端山直樹 1,2,3,5週

./01( 午後 内山光昭

23��(
午前 丸山真弓 丸山真弓 安田 敦 丸山真弓
午後 安田 敦 宮武 範

45-�(
午前 干場泰成 神田茂孝
午後 原田 厚 4週 早苗 努

6 (

午前
１診 木勢佳史 原 正 徳田裕(乳腺) 原 正 田中 豊 原 正 1,3,5週

木勢佳史 2,4週

２診 劉 孟娟(乳腺) 石田秀樹 岡村卓穂(乳腺) 劉 孟娟 劉 孟娟

午後
１診 原 正 鍋島一仁 15時30分まで担当医 岡村卓穂(乳腺) 木勢佳史

２診 15時30分まで
劉 孟娟(乳腺)

7)*6( 午後 富永二郎
8 9 ( 午後 馬渕智生 小島知子 鈴村多美
: 3 - ( 午前 花井一也

; < 6 (
午前

１診 内田雅夫 赤塚正洋 赤塚正洋 金 俊男 岡崎 敦 1,3,5週
竹元 暁 2,4週

八十田貴久 1,3,5週
赤塚正洋 2,4週

２診 八十田貴久 八十田貴久 内田雅夫 八十田貴久 八十田貴久 江口英人 1週
国府秀俊 2,3,4,5週

午後 赤塚正洋 山森寛之 赤塚正洋 金 俊男 岡崎 敦 1,3週
竹元 暁 2,4,5週

= (
午前 木勢由利子 木勢由利子 早川賢治 保科真理 木勢由利子

及川哲平 1週
木勢由利子 2,4週
松尾祐樹 3週 休診5週

午後 木勢由利子 中川喜博 早川賢治 鈴木崇弘 松尾祐樹

>?@A(
午前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 播摩谷 敦 大上麻由里
午後 大上麻由里 山本 光 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹

� B C
午前 原 正 鳴海裕之 渡辺 卓 木勢佳史

鳴海裕之 1週
渡辺 卓 2週
木勢佳史 3週
原 正 4週

午後 木勢佳史 原 正 渡辺 卓 鳴海裕之

�������
������������� �������	
�		
���������������������
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五
月
五
日
、
神
々
が
集
う
神
揃
山

で
熱
心
に
お
願
い
を
す
る
子
供

五
月
病
…
新
生
活
を
始
め
て

一
ヶ
月
。
一
つ
乗
り
越
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
壁
で
あ
る
。

新
人！
お
前
は
無
限
の
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。
言
わ
れ
た

事
が
つ
い
昨
日
の
様
に
思
え
る

(

尚)

そ
れ
と
な
く
上
下
の
あ
り
て
花
む
し
ろ

金
指

月
光

野
遊
び
の
車
座
に
あ
る
茹
玉
子

相
原

白
蕗

月
の
夜
の
月
よ
り
白
き
花
辛
夷

飛
石

槿
花

野
遊
び
や
飴
玉
ひ
と
つ
ず
つ
分
け
て

市
本

益
子

病
床
に
花
の
た
よ
り
を
聞
く
夜
か
な

四
ッ
車
梢
月

野
遊
び
や
連
れ
は
昭
和
の
顔
ば
か
り

芹
沢

徳
光

車
座
に
犬
も
家
族
や
花
の
宴

金
子

つ
ぢ

父
さ
ん
を
夢
中
に
さ
せ
る
し
や
ぼ
ん
玉

宮
入

つ
る

一
片
の
花
が
貼
り
付
く
校
歌
の
碑

根
岸

君
子

山
門
の
ほ
か
に
は
無
く
て
山
桜

岩
田
美
代
子

目
薬
を
さ
す
も
日
課
の
花
粉
症

伊
藤

公
一

鳥
帰
る
遠
く
に
見
ゆ
る
電
波
塔

菅
沼
う
め
の

リ
ハ
ビ
リ
の
遠
き
眼
差
し
春
の
山

露
木
て
る
子

骨
折
れ
し
傘
の
残
骸
春
嵐

竹
村
真
砂
美

妻
と
見
る
咲
き
始
め
た
る
梨
の
花

皆
川
志
ん
ご

狛
犬
の
大
き
な
耳
へ
囀
れ
り

山
本

朝
子

駄
菓
子
屋
に
並
ん
で
来
て
る
春
休
み

千
葉

静
香

花
冷
の
き
し
む
廻
廊
巡
り
け
り

菅
沼

保
幸

目
久
尻
の
水
音
や
さ
し
菜
花
か
な

原
野

楽
天

花
の
昼
園
児
の
声
の
な
だ
れ
こ
み

松
本
美
智
子

屁
理
屈
を
な
ら
べ
る
少
年
花
冷
え
す

倉
谷

節
子

手
の
ひ
ら
に
並
べ
土
産
と
つ
く
し
ん
ぼ

三
輪

恭
子

公
園
の
桜
並
木
の
枝
々
に
冬
の
陽
遊
び
け
ぶ
り
て
見
ゆ
る

安
藤

慧

ひ
こ
う
機
雲
西
に
向
か
っ
て
伸
び
ゆ
け
り
夕
陽
に
染
ま
る
消
え
残
る
雲

川
島
惠
美
子

一
週
間
の
嫁
の
入
院
息
子
の
手
料
理
感
謝
し
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た

�
田
マ
ツ
子

い
く
と
せ
か
楽
し
く
過
ぎ
し
野
ば
ら
会
胸
に
た
た
み
て
暖
め
て
行
く

天
利

春
枝

母
わ
れ
の
煮
も
の
が
う
ま
い
と
い
ふ
言
葉
身
の
内
深
く
あ
た
た
め
く
れ
る

堀
江

照
子

入
場
料
一
円
四
十
銭
の
映
画
忠
臣
蔵
横
浜
で
見
き
女
子
青
年
の
時

宇
田
川
時
子

甥
子
が
タ
イ
よ
り
妻
つ
れ
帰
国
す
る

全
員
集
り
酒
酌
み
交
す

土
屋
ト
ミ
子

掛
軸
の
書
は
吾
の
も
の
若
き
日
の
努
力
の
あ
と
の
筆
の
う
ご
き
よ

三
留
と
く
子

降
る
雪
に
覆
わ
れ
し
梅
よ
凌
ぎ
い
し
雪
を
撥
ね
除
け
逞
し
く
咲
け

濱
田

寿
子

病
院
の
窓
よ
り
見
ゆ
る
紅
梅
の
父
を
見
守
る
心
和
ま
す

山
口

幸
子

声
高
に
話
す
声
す
る
バ
ス
停
に
老
女
が
二
人
冬
晴
れ
の
午
後

山
根
喜
美
代

蛸
足
の
よ
う
な
大
根
を
今
は
亡
き
姑
偲
び
つ
つ
裂
き
乾
し
と
す
る

亀
山

文
子

満
開
に
咲
き
い
る
パ
ン
ジ
ー
雪
受
け
て
冷
た
い
風
は
い
や
よ
と
ゆ
れ
る

岡
元

芳
子

悲
し
み
は
悲
し
み
と
し
て
澄
み
ゆ
け
り
冬
空
深
き
に
心
を
放
つ

杉
本

照
世


